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項 目 要  約 

１．研究の概要 
新たな放射線防護体系の基盤作りに貢献するため、既存の放射線発がん

高感受性モデルマウスへの放射線照射で生じる腫瘍の分子生物学的な変

異頻度の測定、より詳細な解析のための新規遺伝子改変マウスの作成、上

記マウス解析結果とヒトの疫学的結果の比較検討により低線量・低線量率

放射線発がんリスクを解析することを目的とし、以下の研究開発を行う。 

１）放射線発がん実験 

２）放射線発がん高感受性モデルマウスの開発 

３）遺伝子変異解析 

４）エピジェネティック変異解析 

５）リスクモデルの構築および発がんリスク評価 

２．総合評価 Ｓ
・放射線誘発実験で、低線領域で線量依存的に腫瘍発生が認められること

を観察する一方、2Gy照射における線量率効果を調べたところ、コンソ

ミック-F1マウス（B6/B6-Ch18MSM-F1 ApcMin/+マウス）では線量率効果が

認められなかったことから、線量率効果はR型ではなく、S型変異の誘発

を反映したものであるとの新しい知見を得ている。

・また、マウスを用いた実験で得られた結果をソフト「epifit」を開発し

て調べ、原爆被爆者の疫学データとの比較研究を実施している。さらに

次世代シークエンサーを用いた解析により、自然発症腫瘍や放射線誘発

腫瘍に特異的なDNAメチル化領域の同定にも成功している。この他、次

の展開につながる放射線発がん高感受性トランスジェニック・マウス

（mVillin-mEzh2 Tgマウス）の開発にも成功していることは特筆すべき

である。研究遂行の過程で、研究代表者本人を含めたキャリアアップが

実現したことが評価される。

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


